
【別紙様式】

事業名

総事業費

（千円）
50,000千円

交付金関連事業費

（交付対象経費）

（千円）

50,000千円

事業概要

新型コロナウイルス感染症

への対応（経済対策）との

関係

三鷹市は、新型コロナウイルス感染症への対応として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用し、制度要綱に定める交付対象事業の要件「新型コロナウイルスの感染拡大の防止及び感染拡大の影響を受

けている地域経済や住民生活の支援を通じた地方創生に資する事業」に該当する以下の事業を実施します。

三鷹市立アニメーション美術館を運営する指定管理者に対する支援金の交付

①目的

　世界的に訴求力があり三鷹市の財産である三鷹市立アニメーション美術館（三鷹の森ジブ

リ美術館）について、新型コロナウイルス感染症の影響による長期休館と大幅な人数制限に

よる減収で収支状況が悪化しているため、指定管理者への支援を通して運営継続を支援す

る。

②交付金を充当する経費・算定根拠

　支援金：50,000千円

（内訳）光熱水費、施設管理委託費等　105,655千円のうち50,000千円

③交付対象

　１）交付対象者　三鷹市立アニメーション美術館（三鷹の森ジブリ美術館）の指定管

　　理者（公益財団法人徳間アニメーション文化財団）

　２）交付対象者の選定理由・選定方法

　　　世界に誇るべき同施設は三鷹市民の財産であるが、新型コロナウイルス感染症の

　　影響による財政状況の悪化により事業規模の縮小、来訪者の減少が懸念される。同

　　施設は、三鷹市のまちの活性化に大きな響を及ぼし、また、世界的に訴求力のある

　　施設であることから、指定管理者である公益財団法人徳間アニメーション文化財団

　　を交付対象者として、運営支援金を交付する。

④期待される効果

　新型コロナウイルス感染症の影響下においても、三鷹市のシンボルとして安定的な施設運

営が継続され、まちのブランド力向上と都市型観光を通して市内の活性化が図られる。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う長期休館と大幅な人数制限により、令和２年度

の入場料収入について約５億円の減収を見込んでおり、非常に厳しい施設運営に直面してい

る。公益財団法人徳間アニメーション文化財団を交付対象者として支援金を交付し、三鷹市

立アニメーション美術館の運営継続を支援する本事業は、新型コロナウイルスの感染拡大の

影響を受けている地域経済の支援を通じた地方創生に資する事業に該当するものであり、地

方創生臨時交付金を活用することが妥当である。


